
■現品カード（リターナブル TPS-G カード）の
　読取・ 抽出・区分。
■生産指示カード（リライト TPS-S カード）発券。
■生産指示カードと現品カードの丁合。

生産　前段取り

2603-7002-03

●区分・丁合ユニット

【装置構成】

TPS ツール BOX
・5.5inch タッチパネル PC　・Windows11
・前段取りツールプレインストール
・操作マニュアル、ガイド付　・CSV 出力機能

AP-314E

●リライト TPS カード発券
●RFID 書込 / 書換 / 追記

AP-436B

最大 60 ポケット迄増設可
AP-3271・設置寸法 (cm)

　D44×W106×H156

前段取り
③

●RFID、QR コード媒体
　読み取り
●RFID 書込 / 書換 / 追記

紙媒体・TPSカードⓇ対応　読取＆発券＆区分＆丁合複合装置

■手仕分け工数を削減。

現場から収集した 4W2H を管理部門で利用＝組織横断・一気通貫を実現
●非生産時間の徹底排除
　: 現場で作業者が大量のかんばんを手で仕分ける時　
　　間を削除。
　: 作業指示カードにより「次に何を造るか」が明確　
　　になり、待ち時間が低減。

●リードタイムの短縮と平準化
　: 情報の停滞（情報の溜まり）を防ぐことで、後工程
　　の変化に即座に反応できる現場体質（JIT：ジャス
　　トインタイム）を実現。

●実績収集端末で指示カード、現品カードを読み取るこ

とで 4W2H データのリアルタイム収集が実現。

●BCP（事業継続計画）への寄与
　: 前段取りで RFID 媒体（TPS カード）に情報を記録して
　　おくことで、万が一上位システムが停止しても、現場
　　はカードの情報だけで「実行系」の作業を継続できる
　　「分散台帳」として機能し、トレーサビリティも確保。

●収集した 4W2H を管理部門や AI 分析のデータとして利
　用することで工程の可視化、傾向分析、改善対策が可能
　になる。

■実績収集端末とのセット運用で
　4W2H 実績収集が実現。


